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 （５）感染症サーベイランスシステムについて 

 

１ 感染症サーベイランスシステム 

  これまで、感染症の発生届や定点医療機関からの報告に関しては、ＦＡＸで保健所に報告するこ

ととなっていた。この度、行政が使用していた感染症サーベイランスシステムの更改があり、感染

症対策の全国的な情報基盤のために、医療機関による発生届について電磁的方法による届出が努力

義務化されることとなった。 

  システムの利用には個人アカウントが必要であり、宮崎県に申請することで発行される。 
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 ○定点医療機関からの報告について 

  インフルエンザや、水痘、急性胃腸炎などの定点把握対象の感染症を定期的に報告する定点医療

機関については、令和４年 10月 31日（月）報告開始分から運用を開始している。インターネット

環境がない医療機関やＦＡＸの利用継続を希望した医療機関以外は、システムで報告している。 

 

 ○全数把握対象の感染症について 

  アカウントの発行を希望する医師（または発生届を行う者）は、県のホームページよりアカウン

トの申請を行い、その医療機関を管轄する保健所からアカウントが発行される。公立病院や県内の

医療機関（県医師会を通じ）には案内を行い、アカウントの申請を令和４年 12月 21日（水）から

開始しているが、保健所が発行したアカウントは宮崎市保健所分も含めて 10に満たない。感染症指

定医療機関は令和５年４月１日から電磁的方法による届出が義務となるため、感染症指定医療機関

や過去数年間に発生届を行った医療機関に対して、個別に案内を郵送で送付予定。 


